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■オリジナルタイプの画面で一太郎 2010と同様のメニューを利用するマル秘テク
一太郎 2011 創では、新しい画面「オリジナルタイプ」が用意されました。メニューに関
しても、よく使われるコマンドに絞られた「オリジナルタイプのメニュー」が表示される

ようになっていますので、今まで使っていたコマンドがメニューに見当たらない場合は、

一太郎 2010 とほぼ同様の「クラシックタイプのメニュー」に切り替えることで利用でき
るようになります。

1．オリジナルタイプのメニューです。［ファイル］を選択すると、一太郎 2010 にあった
［ビューアフェーズで開く］や［書きかけ終了］といったコマンドがありません。

2．［表示－補助－クラシックタイプのメニューを使う］を選択します。
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3．クラシックタイプのメニューに切り替わりました。オリジナルタイプのメニューには
なかった［ナビ］というコマンドがメニューバーに表示されています。

4．［ファイル］を選択すると、一太郎 2010の時と同様のメニューが表示されます。
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5．オリジナルタイプのメニューに戻したい場合は、［表示－オリジナル－オリジナルタ
イプのメニューを使う］を選択します。

6．オリジナルタイプのメニューに戻りました。


